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ＪＲ東海労新幹線地本

7 月 18 日、新幹線地本は目黒さつき会館で、強制

出向延長取消裁判完全勝利７・１８集会を開催しま

した。

成田委員長は、「労働審判を立ち上げ裁判でも組

合員・ＯＢ一丸となり闘ってきた結果が勝利に結び

ついた」「出向規定に延長の規定がないことなどを

訴え、高裁の裁判官も出向延長を強制することは問

題であると、会社の主張を否定して、会社も受け入

れ、完全勝利の和解を勝ち取った」と力強く訴えま

した。

渡辺弁護士は、「会社自らが出向延長命令を取り消した。大勝利である」「出向延

長は、労働者の意思を奪うことはできないことを認めた」「会社の労務政策に穴を開

けた」と闘いの結果の意義を提起しました。

東京地区分会佐藤分会長は、「裁判闘争の戦略・

戦術が正しかった」「出向規定には延長規定がない」

「各分会・ＯＢの皆さんがしっかり支えてくれた」

「山本さんも職場から声を出してきた」「高裁では

私たちの主張を認め、私たちの完全勝利である」と

訴えました。

車両所分会からは、「山本さんを支える体制はし

っかりできている」「山本さんと共に今後も闘って

いく」と力強いあいさつがありました。

山本さんは、「皆さんの支えがあり、復帰でき

ることができた」「11月に 54 歳となり、このまま

だと原則出向となりかねない」「会社の延長命令

はおかしい。職場に復帰するという強い気持ちで

闘い、勝利することができた」と述べました。

新幹線地本は、裁判闘争の勝利の成果をしっか

り確認し、今後もおかしいことはおこかしいと声

を出し、あきらめることなく闘っていきます。


